
昭
和
五
十
九
年
六
月

平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
巾奈

良
国
立
文
化
財
研
究
所



　　　紬

　　湘沿

　　油ｙ

　　爾汝

　　Qj=梁

　　洲卜十

　　諮１

　　紡

　　汁］

　　伍

図）僣丿

油
田

○【ヤ�1万(/)冰刎訃卜∂｢球丑

　　　倆

　　湘沿

ｍ　こｎ]μ

　　爾十

　ＱｙＱ=宿

　　丿同ﾄﾄ

　　注目

　　降

　〉卜１[

　　隣

ヽ
Ｊ
詞
降
罰

011ﾝｰ○口C/〕一一自認§一一諮ｓ:｜自

　(図○・ｚ－一一≫ｏ)嘲一河ﾝｰ回im

ごお卜泗フりｍじ卜１

　　司川刈μ帽

ごn卜氾卜Ｔ一回｜

　ごn)卜氾-７伽}l回

　司｜氾卜ｒ一回

　ご創I一一７伽別II

ご削||｜泗哨刈|｜

ごn[ヤ１弛卜ｒ刈日

　ごriｒx一畑卜「淘HI

　こ詣ヤ畑丿刈１

　ごTirV)5S-71M I

こTiン氾禰畑ｏ卜

ご削氾-７伽昿=川

　　　　　　＞j准

噺弧F=侑ヤ１防頚環斧卜十庄田妬佃



図
　
版

-

平城宮第↓54次調査出土木簡（約１：
うｎ
乙

ゝに〃夕



図
　
版
　
二

訳
１
頷
陽

轟
賂
誰

一
東
ぐ
套
鸚
副
卿

癩
團
詔
回
圖
畷

うＱ
乙平城宮第154次調査出土木簡（約１：



　
こ
の
概
報
に
は
、
さ
き
に
公
刊
し
た
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木

簡
概
報
十
六
』
　
（
昭
和
5
8
年
５
月
）
以
後
、
平
城
宮
跡
お
よ
び
平
城

京
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡
の
主
要
な
も
の
を
収
録
す
る
。

　
以
下
、
木
簡
の
出
土
地
域
ご
と
の
状
況
を
述
べ
、
凡
例
と
釈
文
を

か
か
げ
る
。

一
、
木
簡
出
土
の
地
点
と
状
況

　
第
一
五
〇
次
調
査
（
６
Ａ
Ｂ
Ｘ
Ｉ
Ａ
・
Ｂ
・
Ｄ
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
5
8
年
４
月
～
８
月

　
調
査
区
は
、
平
城
宮
推
定
第
一
次
東
朝
集
殿
地
区
に
当
た
り
、
第
一

四
六
次
調
査
区
に
南
接
す
る
位
置
に
あ
る
。
検
出
遺
構
は
掘
立
柱
建

物
一
棟
、
築
地
塀
一
条
、
石
組
暗
渠
一
基
、
木
樋
施
設
一
基
、
溝
五

条
、
井
戸
二
基
等
で
あ
る
。
遺
構
は
、
Ａ
期
（
古
墳
時
代
）
、
Ｂ
期
、

Ｃ
期
、
Ｄ
期
、
Ｅ
期
、
Ｆ
期
の
五
時
期
に
大
別
で
き
る
。
こ
の
地
域

は
、
Ｂ
期
・
Ｃ
期
に
は
溝
、
井
戸
等
が
あ
る
だ
け
で
、
Ｄ
期
に
な
っ

て
推
定
第
一
次
朝
堂
院
を
区
画
す
る
塀
を
築
地
塀
に
改
作
す
る
の
に

伴
い
そ
れ
を
南
に
延
長
し
て
朝
集
殿
推
定
地
を
囲
む
築
地
塀
を
築
く

が
、
こ
の
内
部
に
は
奈
良
時
代
を
通
じ
建
物
等
が
存
在
し
た
形
跡
は

な
い
。

　
木
簡
は
Ｓ
Ｄ
三
七
六
五
か
ら
削
屑
三
三
点
が
出
土
し
た
。
Ｓ
Ｄ
三

七
六
五
は
、
調
査
区
東
端
を
南
北
に
貫
流
す
る
素
掘
り
の
溝
で
、
推

定
第
一
次
大
極
殿
院
及
び
朝
堂
院
地
区
の
調
査
で
そ
の
上
流
を
検
出

し
て
お
り
、
和
銅
の
年
紀
を
有
す
る
削
屑
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の

溝
は
Ｂ
期
に
属
し
、
和
銅
創
建
時
に
掘
削
さ
れ
た
基
幹
排
水
路
で
、

Ｃ
期
に
は
機
能
を
停
止
す
る
。
幅
約
一
・
〇
ｍ
、
深
さ
〇
・
三
ｍ
を

測
り
、
推
積
層
は
上
層
（
槍
褐
砂
）
・
中
層
（
灰
褐
砂
）
・
　
（
灰
黒
粘

土
）
の
三
層
に
大
別
さ
れ
、
削
屑
は
全
て
下
層
か
ら
出
土
し
た
。
「
口

少
志
佐
伯
」
　
「
ロ
ー
人
口
使
一
人
」
と
墨
書
の
残
る
削
屑
以
外
は
墨

点
の
み
の
も
の
が
多
い
。

　
第
一
五
四
次
調
査
（
６
Ａ
Ａ
Ｄ
－
Ｃ
・
Ｆ
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
5
9
年
１
月
～
４
月

　
調
査
区
は
、
推
定
第
二
次
内
裏
・
大
極
殿
外
郭
東
方
官
街
に
当
た

り
、
埓
積
基
壇
建
物
群
と
そ
れ
を
囲
む
築
地
を
検
出
し
た
第
四
〇
次

発
掘
区
に
南
接
す
る
位
置
で
あ
る
。
検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
礎
石

建
物
二
棟
、
築
地
塀
三
条
、
掘
立
柱
建
物
一
棟
、
掘
立
柱
塀
八
条
、

溝
五
条
、
橋
脚
二
基
、
木
樋
暗
渠
一
基
等
で
、
大
き
く
奈
良
時
代
前

半
、
奈
良
時
代
後
半
、
平
安
時
代
の
三
時
期
に
区
分
で
き
る
。
木
簡

は
四
条
の
溝
と
木
樋
暗
渠
と
か
ら
総
計
一
九
二
九
点
が
出
土
し
た
。

１



　
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
　
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
は
、
従
来
の
発
掘
調
査

（
第
二
Ｉ
・
こ
一
九
・
一
三
九
次
）
に
よ
っ
て
上
端
幅
二
・
〇
ｍ
、

深
さ
Ｉ
・
四
ｍ
前
後
で
両
岸
を
玉
石
で
護
岸
し
た
石
組
溝
で
あ
る
こ

と
が
明
か
に
さ
れ
て
き
た
が
、
今
回
の
調
査
区
で
は
石
組
溝
が
Ｓ
Ｄ

四
二
四
〇
と
の
合
流
点
附
近
の
東
岸
に
限
ら
れ
、
何
度
か
の
積
み
直

し
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
幅
も
六
ｍ
前
後
に
広
が
る
と
の
知
見

が
得
ら
れ
た
。
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
の
推
積
層
は
大
き
く
七
層
に
分
け
ら

れ
る
。
木
簡
は
層
序
に
従
い
年
代
順
に
出
土
し
た
。
底
か
ら
第
二
層

め
か
ら
天
平
二
年
～
四
年
、
第
三
・
四
層
め
か
ら
天
平
五
年
～
天
平

神
護
三
年
、
第
五
・
六
層
め
か
ら
延
暦
二
年
～
三
年
の
紀
年
銘
木
簡

が
出
土
し
、
最
上
層
か
ら
は
隆
平
永
宝
と
と
も
に
九
世
紀
代
前
半
の

土
器
等
が
出
土
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
か
ら
出
土
し
た
木
簡
は

計
一
七
七
八
点
て
あ
る
。
木
簡
以
外
の
遺
物
も
多
量
に
出
土
し
、
「
左

目
病
作
今
日
　
今
口
」
と
墨
書
し
た
人
形
や
木
偶
・
鳴
鏑
・
木
箱
・

刷
毛
・
匙
等
の
木
製
品
、
陶
硯
・
土
馬
・
帯
金
具
・
海
老
錠
・
墨
書

土
器
な
ど
が
あ
る
。
墨
書
土
器
は
一
七
七
点
が
出
土
し
、
中
に
は
「
右

寮
」
」
「
大
膳
」
「
近
衛
府
」
　
「
宮
職
」
「
造
宮
」
「
廳
」
「
厨
」
「
口

人
所
」
　
「
内
舎
人
」
　
「
取
長
」
な
ど
の
官
司
、
官
職
名
に
関
る
記
載

を
も
つ
も
の
や
、
「
施
」
　
「
拘
杞
」
等
の
物
品
名
を
墨
書
す
る
も
の

が
あ
る
。

　
木
樋
暗
渠
Ｓ
Ｘ
一
一
五
〇
四
　
Ｓ
Ｘ
一
一
五
〇
四
は
、
調
査
区
南

端
で
新
た
に
存
在
の
確
認
さ
れ
た
官
従
か
ら
の
排
水
施
設
で
あ
る
。

こ
の
官
従
は
そ
の
北
端
部
の
み
を
検
出
し
た
に
止
っ
た
が
、
東
西
一

七
〇
尺
の
築
地
で
囲
ま
れ
る
礎
石
建
物
等
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
Ｓ
Ｘ

一
一
五
〇
四
は
官
責
の
西
面
築
地
の
北
端
で
築
地
下
を
抜
け
Ｓ
Ｄ
二

七
〇
〇
に
注
ぐ
。
三
本
の
木
樋
が
幅
〇
・
七
ｍ
、
深
さ
〇
・
七
ｍ
の

掘
形
底
面
で
連
結
さ
れ
、
全
長
七
・
七
ｍ
に
及
ぶ
。
木
簡
は
木
樋
内

か
ら
削
屑
四
点
を
含
め
計
六
点
出
土
し
た
。
猶
、
木
樋
底
板
の
下

か
ら
平
城
宮
編
年
第
Ⅲ
期
の
軒
丸
瓦
が
出
土
し
て
い
る
。

　
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
四
二
四
〇
　
Ｓ
Ｄ
四
二
四
〇
は
、
内
裏
内
郭
か
ら
の
素

掘
り
の
排
水
溝
で
、
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
に
西
方
か
ら
合
流
す
る
。
幅
は

調
査
区
西
端
で
二
ｍ
あ
る
が
、
合
流
点
附
近
で
は
六
ｍ
に
広
が
り
、

深
さ
は
Ｉ
～
二
・
二
ｍ
で
あ
る
。
推
積
層
は
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
同
様
七

層
に
大
別
さ
れ
、
木
簡
は
そ
の
う
ち
の
下
か
ら
二
・
三
・
四
・
五
層

め
か
ら
計
七
〇
点
出
土
し
た
。
ま
た
「
政
所
」
　
「
菜
」
な
ど
と
書
い

た
墨
書
土
器
一
三
点
も
伴
出
し
て
い
る
。

　
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
三
四
一
〇
　
Ｓ
Ｄ
三
四
一
〇
は
、
宮
の
南
北
排
水
溝

の
一
つ
で
、
西
岸
に
の
み
径
約
〇
・
五
ｍ
の
玉
石
を
二
～
五
段
に
積

み
上
げ
、
幅
四
・
五
ｍ
、
深
さ
Ｉ
・
〇
ｍ
の
規
模
で
あ
る
。
こ
の
溝

は
、
当
初
の
素
掘
り
溝
を
の
ち
に
改
修
し
、
西
岸
を
玉
石
積
に
、
東

２　－
-



岸
を
木
杭
で
護
岸
し
て
い
る
。
木
簡
は
溝
の
二
層
の
堆
積
層
か
ら
計

六
七
点
出
土
し
て
い
る
。
下
層
か
ら
は
和
同
開
弥
・
万
年
通
宝
・
神

功
開
宝
の
三
種
の
銅
銭
と
と
も
に
天
平
十
六
年
の
紀
年
銘
木
簡
が
出

土
し
て
い
る
。
ま
た
伴
出
遺
物
に
は
ニ
ハ
点
の
墨
書
土
器
が
あ
り
、

「
左
士
」
　
「
木
工
」
　
「
相
模
國
／
石
口
」
の
墨
書
を
有
す
る
も
の
が

あ
る
。

　
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
一
一
六
〇
〇
　
Ｓ
Ｄ
一
一
六
〇
〇
は
、
Ｓ
Ｄ
三
四
一

〇
の
北
端
に
接
続
し
て
東
へ
延
び
る
素
掘
り
の
溝
で
、
幅
五
・
八
ｍ
、

深
さ
Ｉ
・
〇
ｍ
で
あ
る
。
堆
積
層
は
Ｓ
Ｄ
三
四
一
〇
同
様
二
層
に
大

別
で
き
、
下
層
か
ら
木
簡
計
八
点
が
出
土
し
た
。

　
第
一
二
五
－
五
・
六
次
調
査
（
６
Ａ
Ｉ
Ｍ
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
5
8
年
７
月

　
調
査
は
県
道
城
廻
り
線
建
設
に
伴
う
も
の
と
し
て
行
わ
れ
、
九
条

大
路
北
側
溝
（
Ｓ
Ｄ
Ｏ
一
）
と
土
墳
（
Ｓ
Ｋ
Ｏ
二
）
を
検
出
し
た
。

九
条
大
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ
Ｏ
一
は
幅
二
・
五
ｍ
、
深
さ
〇
・
七
～
○
・

九
ｍ
の
溝
で
あ
り
、
北
岸
の
み
を
し
が
ら
み
で
護
岸
し
て
い
た
。
木

簡
は
一
点
が
出
土
し
た
。
又
平
城
宮
編
年
第
ｎ
期
の
土
器
を
出
土
し

た
土
墳
Ｓ
Ｋ
Ｏ
二
は
平
城
京
造
営
時
の
ご
み
捨
て
穴
と
考
え
ら
れ
、

木
簡
三
点
が
出
土
し
た
。

　
第
一
四
九
次
調
査
（
６
Ａ
１
１
１
Ｎ
・
Ｏ
区
）

　
　
　
　
　
　
（
右
京
八
条
二
坊
十
一
坪
）
　
昭
和
5
8
年
４
月
～
６
月

　
調
査
は
大
和
郡
山
市
北
焼
却
場
建
設
に
伴
う
事
前
調
査
で
、
発
掘

調
査
の
結
果
奈
良
時
代
の
遺
構
は
中
世
以
降
に
掘
ら
れ
た
土
取
り

穴
に
よ
っ
て
大
幅
に
破
壊
さ
れ
て
お
り
、
西
一
坊
坊
間
大
路
（
Ｓ

Ｆ
Ｏ
九
回
‥
）
）
と
そ
の
東
西
の
側
溝
（
Ｓ
Ｄ
Ｏ
八
八
〇
・
〇
九
二
〇

の
他
に
建
物
一
棟
、
塀
五
条
、
溝
一
条
、
井
戸
一
基
等
を
検
出
す
る

に
止
ま
っ
た
。

　
木
簡
は
西
一
坊
坊
間
大
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
Ｏ
九
二
〇
か
ら
合
計
一
八

点
が
出
土
し
た
。
西
一
坊
坊
間
大
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
Ｏ
九
二
〇
は
、
幅

五
・
五
～
一
一
・
〇
ｍ
、
深
さ
約
一
・
七
五
ｍ
で
、
東
側
溝
Ｓ
Ｄ
Ｏ

八
八
〇
が
幅
一
・
〇
ｍ
、
深
さ
約
〇
・
三
ｍ
と
小
規
模
で
あ
る
の
に

比
し
て
、
道
路
側
溝
と
し
て
は
不
相
応
に
大
規
模
で
あ
る
。
溝
は
埋

土
の
状
況
か
ら
Ａ
期
（
平
城
京
造
営
当
初
）
、
Ｂ
期
（
奈
良
時
代
後
半
）

Ｃ
期
（
奈
良
時
代
末
～
平
安
時
代
初
頭
）
の
三
期
に
大
別
で
き
る
。

木
簡
は
全
て
Ｂ
期
の
溝
か
ら
出
土
し
た
。
Ｂ
期
の
溝
は
Ａ
期
の
溝
の

両
岸
を
シ
ガ
ラ
ミ
で
護
岸
し
て
改
修
し
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
は
平
城

宮
編
年
第
Ｈ
、
Ⅲ
期
の
土
器
が
伴
出
し
て
い
る
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｏ
九
二
〇
の
木
簡
と
伴
出
し
た
遺
物
に
は
、
木
製
人
形
、
馬

３-



形
・
鏃
形
・
斎
串
・
人
面
墨
書
土
器
・
模
型
カ
マ
ド
・
土
馬
、
青
銅

製
鏡
・
鈴
等
多
数
の
祭
祀
関
係
遺
物
、
と
り
べ
・
輔
羽
口
・
鉱
滓
・

砥
石
等
の
鋳
造
関
係
遺
物
、
銅

神
功
開
宝
等
の
銅
銭
等
が
あ
り
、

｀　j旦

7
1
7
金
具
、
和
銅
開
弥
・
万
年
通
宝
・

　
と
り
わ
け
六
コ
ニ
点
に
及
ぶ
墨
書

土
器
が
注
目
さ
れ
る
。
墨
書
の
内
容
は
、
氏
の
名
と
思
わ
れ
る
「
林
」

（
1
2
点
）
　
「
桑
」
　
（
２
点
）
　
「
大
宅
」
　
（
２
点
）
　
「
民
使
」
と
あ
る

も
の
、
「
政
所
」
　
「
南
家
」
　
（
２
点
）
　
「
右
京
」
等
官
司
、
貴
族
等

の
家
政
機
関
等
に
関
る
と
思
わ
れ
る
も
の
、
「
口
口
／
九
々
八
十
一

／
口
」
と
九
九
を
記
し
た
も
の
等
が
あ
る
。
猶
、
井
戸
Ｓ
Ｅ
九
三
〇

か
ら
は
奈
良
時
代
と
し
て
は
初
出
の
呪
符
を
墨
書
し
た
土
師
器
二
点

が
出
土
し
て
い
る
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
。

　
第
一
五
一
－
一
次
調
査
（
６
Ａ
Ｆ
Ｍ
－
Ｑ
区
）

　
　
　
　
　
　
　
（
左
京
四
条
二
坊
一
坪
）
　
昭
和
5
8
年
３
月
～
５
月

　
調
査
は
会
社
社
屋
建
設
に
伴
う
事
前
調
査
で
、
奈
良
時
代
に
属
す

る
遺
構
と
し
て
は
、
掘
立
柱
建
物
五
棟
、
東
西
塀
二
条
、
南
北
塀
四

条
、
八
角
形
井
戸
一
基
、
土
墳
等
を
検
出
し
た
。
八
角
形
井
戸
（
Ｓ

Ｅ
二
六
〇
〇
）
の
井
戸
枠
東
一
段
目
外
面
に
墨
書
が
あ
っ
た
。
八
角

形
井
戸
Ｓ
Ｅ
二
六
〇
〇
は
再
用
埓
を
土
居
と
し
て
八
角
形
に
一
段
敷

き
、
埓
上
に
八
角
形
木
枠
を
組
み
上
げ
た
も
の
で
、
直
径
一
・
五
ｍ
、

一
辺
平
均
六
一
・
六
四
、
深
さ
約
一
ｍ
で
あ
る
。
猶
、
Ｓ
Ｅ
二
六
〇

〇
は
天
平
末
年
に
掘
削
さ
れ
、
奈
良
時
代
末
期
に
は
埋
め
ら
れ
、
平

安
時
代
に
入
っ
て
完
全
に
廃
絶
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
一
五
一
－
一
一
次
調
査
（
６
Ａ
Ｆ
Ｉ
－
Ｈ
区
）

　
　
　
　
　
　
（
左
京
二
条
二
坊
十
三
坪
）
　
昭
和
5
8
年
８
月
～
1
0
月

　
調
査
は
ホ
テ
ル
建
設
に
伴
な
う
事
前
調
査
で
、
左
京
二
条
二
坊
十

三
坪
に
当
た
り
、
こ
れ
ま
で
二
度
に
わ
た
り
（
第
一
ニ
ニ
ー
三
一
・

一
四
一
－
五
次
）
当
坪
内
を
発
掘
調
査
し
て
い
る
。
今
回
は
二
つ

の
発
掘
区
を
東
西
に
並
行
し
て
設
定
し
た
。
木
簡
が
出
土
し
た
西
発

掘
区
の
主
な
検
出
遺
構
は
掘
立
柱
建
物
五
棟
、
十
二
・
十
三
坪
坪
境

小
路
と
そ
の
東
西
側
溝
、
溝
三
条
、
木
樋
一
条
、
土
墳
三
基
等
で
あ

る
。

　
木
簡
は
十
二
・
十
三
坪
坪
境
小
路
東
側
溝
Ｓ
Ｄ
二
七
四
〇
か
ら
三

点
、
中
世
の
土
取
り
穴
Ｓ
Ｋ
二
七
七
〇
か
ら
一
点
が
出
土
し
た
。
Ｓ
Ｄ

二
七
四
〇
は
、
幅
三
・
〇
ｍ
、
深
さ
〇
・
二
～
〇
・
七
ｍ
の
素
掘
り
の

溝
で
、
八
世
紀
前
半
に
属
す
る
。
Ｓ
Ｋ
二
七
七
〇
は
発
掘
区
全
域
に

わ
た
り
奈
良
～
平
安
時
代
の
遺
構
を
破
壊
し
て
掘
ら
れ
た
二
二
基

の
土
墳
の
中
の
一
基
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
出
土
し
た
木
簡
は
内
容
、

書
風
等
か
ら
奈
良
時
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
土
取
り
に
際

４　－



し
、
入
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。

二
、
凡
　
　
例

日
　
釈
文
は
出
土
遺
構
ご
と
に
掲
げ
、
同
一
遺
構
の
中
で
は
、
内
容

分
類
に
よ
っ
て
、
文
書
、
付
札
、
そ
の
他
の
順
に
配
列
す
る
の
を
原

則
と
し
た
。

�
　
最
上
段
に
出
土
地
点
（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
・
数
字
）
、
次
の
段
に

形
態
を
示
す
型
式
番
号
を
記
し
た
。
型
式
番
号
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

な
お
本
概
報
で
は
千
位
の
６
を
省
き
三
桁
の
数
字
で
表
わ
し
た
。

呂
に
型
式
　
長
方
形
の
材
。

呂
芯
型
式
　
長
方
形
の
材
の
側
面
に
孔
を
穿
っ
た
も
の
。

若
苗
型
式

目
沢
型
式

目
旨
型
式

目
沢
型
式

一
端
が
方
頭
で
、
他
端
は
折
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て

原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。
原
形
は
目
１
１
　
･
呂
３
２
　
･
　
６
０
５
１

型
式
の
い
ず
れ
か
と
推
定
さ
れ
る
。

小
形
短
形
の
も
の
。

小
形
短
形
の
材
の
一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の
。

長
方
形
の
材
の
両
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も

の
。
方
頭
・
圭
頭
な
ど
種
々
の
作
り
方
が
あ
る
。

呂
胎
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も

　
　
　
　
　
の
。

呂
脂
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
、
他

　
　
　
　
　
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

呂
脂
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
他
端
は
折
損
、
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た

　
　
　
　
　
も
の
。
原
形
は
呂
３
１
-
呂
３
２
　
-
６
０
３
３
型
式
の
い
ず
れ
か

　
　
　
　
　
と
推
定
さ
れ
る
。

否
認
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

呂
沼
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
が
、
他
端
は
折

　
　
　
　
　
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。

　
　
　
　
　
原
形
は
呂
脂
・
呂
認
形
式
の
い
ず
れ
か
と
推
定
さ
れ
る
。

目
印
型
式
　
用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

呂
呂
型
式
　
用
途
未
詳
の
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

呂
印
型
式
　
折
損
・
割
載
・
腐
蝕
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形
の
判
明
し

　
　
　
　
　
な
い
も
の
。

呂
認
型
式
　
削
屑
。

�
　
釈
文
に
加
え
た
符
号
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

く
　
く
　
抹
消
し
た
字
画
の
あ
き
ら
か
な
場
合
に
限
り
原
字
の
左
傍

　
　
　
　
に
付
し
た
。

■
－
　
抹
消
に
よ
り
判
読
困
難
な
も
の
。

５



口
口
口

Γ
－
－

」

目
口

口
口゛゜八‾･マ

マ

m

Ｊ

八

心

欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
確
認
で
き
る
も
の
。

欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
が
推
定
で
き
る
も
の
。

欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
が
数
え
ら
れ
な
い
も
の
。

記
載
内
容
か
ら
み
て
上
ま
た
は
下
に
少
く
と
も
一
字
以
上

の
文
字
を
推
定
し
た
も
の
。

異
筆
、
追
筆
。

合
点
。

木
簡
の
表
裏
に
文
字
の
あ
る
場
合
、
そ
の
区
別
を
示
す
。

編
者
が
加
え
た
注
で
疑
問
の
残
る
も
の
。

文
字
に
疑
問
は
な
い
が
意
味
の
通
じ
難
い
も
の
。

校
訂
に
関
す
る
注
の
う
ち
、
本
文
に
置
き
換
わ
る
べ
き
文

字
を
含
む
も
の
。

右
以
外
の
校
訂
注
お
よ
び
説
明
注
。

固
　
釈
文
の
出
土
地
点
の
上
に
付
し
た
米
印
は
、
口
絵
図
版
に
写
真

を
掲
げ
た
木
簡
を
示
す
。
米
は
図
版
一
に
、
パ
は
図
版
二
に
掲
げ
た
。

６
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第１図 第154次調査S D 2700

　　　小地区別木簡出土状況
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